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 学校では，７０日余りの１学期が終わりました。子どもたちにとって，また，学校にとってどのような

１学期だったでしょうか。子どもたちは，授業や学校行事など様々な活

動を通して多くの体験をし，成長したことと思います。学校は，子ども

たちのために様々な工夫した取組を続けてきたことと思います。 

 町立教育センターでは，７月までに，センター主催の研究会・研修会，

体験プログラムの実施，さらには，他機関と協力して行う活動などに取

り組んできました。保育所，小中学校，さらには，保護者や多くの関係

機関のご支援とご協力をいただきました。ありがとうございました。 

 

 

 今年度，町内小中学校では，元小学校教師で教育実践研究家の菊池省三先生をお招きして，各校での示

範授業，先生方の研究授業や研究会での指導，教師や保護者などを対象とした学習会などを実施していま

す。既に，春ステージ（５月８日から１１日），夏ステージ（７月９日から１３日）が実施されました。

先生の，「学び合う集団作り」「ほめて・認めて・はげます教室・子育て」のお話からは，「一人ひとり皆

違う」「自信が人を伸ばす。」「子どもの中に“変わりたい”“伸びたい”という気持ちが芽生えた時に、背

中を押す。その絶妙なタイミングを，教師や親は見逃さない」などのことを教えてくださっているように

感じます。子どもが変わるためには、まず教師や親が変わることが必要です。今後は、初秋ステージ９月

１８､１９日、晩秋ステージ１１月２７､２８日が計画されています。楽しみです。 

 

 

 ６月３０日、さくやホールにおいて，富士河口湖町ＰＴＡ連合会，南都留郡ＰＴＡ連合会，富士河口湖

町立教育センター主催による教育講演会が行われました。当日は町内外よりたくさんの保護者や教職員

の方々のご参加をいただき，ありがとうございました。アンケートの一部を紹介いたします。 

・「大変なこと、困っているとことは障害があるないにかかわらず平等にあるはず」に心が動きました。 

・『障害って何なのか』と考えさせられました。障害は人や世の中が作っている。だからそれを取り除く

ことができるのも人や世の中。まさしくその通りだと思います。 

・「みんな友達になる」の大切さが分かりました。障害をなくせるような人間関係を

作っていける様になりたいと思いました。 

 

 

№９ 

教員の派遣 

 依頼２ ８件の内２ ５件 

相談 電話相談   ２件 

   来所   １ ４ ７ 件 

   訪問    ３ １ 件 

（いずれも，延べ件数） 

富士河口湖町菊池実践学習会 

菊池省三＊＊＊教育実践研究家。（NHK プロフェッショナル，日テレ世界一受けたい授業等出演） 

「教師と子どもがつくる自信と安心感のある学級を日本中に。 

考え続ける人間性豊かで確かな対話力をもった人間を育てる。」 

 


